
広
報

4
Main Contents

No.424

月 1日

３月１３日、希望を胸に、先生や後輩に見送られ、校舎を後にしました。（西郷第二中学校）
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　平成 11 年のオープン以来、村民の皆様から親しまれています行政サービ
スセンター（ジャスコ白河西郷店２階）では、４月１日から、さらに戸籍証
明書の発行時間が延長になる等利便性が向上しました。
　仕事などで平日の昼間に役場に行くことが難しい方でも、土・日・平日に
戸籍謄抄本等の交付が受けられますので、ぜひご利用ください。

業 務 内 容 手 数 料
午前 10時～午後５時 午後５時～

　６時 30分
備 考

平日 土・日曜日

住

民

生

活

課

の

業

務

　全部事項証明（戸籍謄本） ４５０円 ○ ● ●

　個人事項証明（戸籍抄本） ４５０円 ○ ● ●

　除籍謄本・抄本 ７５０円 ○ ● ●
　改製原戸籍謄本・抄本 ７５０円 ○ ● ●
　平成改製原戸籍謄本・抄本 ７５０円 ○ ● ●

　住民票謄本・抄本 ２００円 ○

　一部の写し：２００円

　世帯全員の写し：

　　　５人まで→２００円

　　　６人～１０人→４００円
　住民票除票 ２００円 ○ 　５年を経過しない除票
　住民票記載事項証明 ２００円 ○
　戸籍附票（全部・一部） ２００円 ○
　除籍附票（全部・一部） ２００円 ○ 　５年を経過しない附票
　身分証明 ２００円 ○

　印鑑登録証明 ２００円 ○
　登録、再登録、変更登録を除く

　（カードを持参してください）

税

務

課

の

業

務

　所得証明（一般）
２００円 ○

　未申告を除く課税完了分

　（扶養も含む）　所得証明（児童手当用）
　納税証明 ２００円 ○ 　収納電算消込み処理済み分のみ

　軽自動車納税証明 ２００円 ○

　車検用（手数料なし）

　廃車及び名義変更（手数料あり）

　※過年度未納車両は交付不可

　課税証明 ２００円 ○

　１月１日現在固定資産課税台帳

　に登録されているもの及び未申

　告を除く課税完了分のみ

　資産証明 ２００円 ○
　１月１日現在固定資産課税台帳

　に登録されているもの
　非課税証明 ２００円 ○ 　未申告を除く課税完了分
　所在証明 ２００円 ○ 　課税完了分

そ
の
他

　収納業務 ○

平日午後５時から６時 30分

までと、土曜日・日曜日はお

取り扱いいたしません。

　納付書持参のみ

　総合案内 ○

■　開所時間　
■　休 所 日
■　場 所
■　取扱業務

■　お問合せ

午前 10 時から午後６時 30 分

国民の祝日　年末年始（12 月 29 日～１月３日）

ジャスコ白河西郷店２階

下記のとおり　○は利用可能な業務です。

　　　　　　　●は今回追加になった業務です

住民生活課　☎ ２５―１１１４

税 務 課　☎ ２５―１１１３

行政サービスセンター　☎ ３１―２２３７

▲ジャスコ白河西郷店内にある行政サービスセンター

１．全部事項証明（戸籍謄本）
２．個人事項証明（戸籍抄本）
３．除籍謄本
４．除籍抄本

◎平日夕方５時～６時 30 分までと、土曜日、日曜日に追加される証明発行業務

５．改製原戸籍謄本
６．改製原戸籍抄本
７．平成改製原戸籍謄本
８．平成改製原戸籍抄本　

※その他、取扱い時間、休業日は従来のとおりです。
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●介護保険制度がスタートして６年、介護を社会全体で支える制度として定着した一方で、要介護者、中でも要支

援や要介護１の軽度の人が急増し、介護給付費も年々増大しています。３年を１期として改定される保険料も、給

付費が増えている分、期を重ねるごとに上昇していくことが見込まれています。2025 年をピークとする高齢社会

に向け、制度を安定的に運営するためには、要介護者を増やさない、重度化させない取組や、在宅サービスの拡充

などによって、給付を効率化していくことが必要となります。このような背景により制度が以下のように改正とな

ります。

１．要介護認定区分が変更となりました。
●要介護認定区分が変更となり、これまでの６段階から７段階へとなります。また、利用できるサービスも以下の

ように細分化されました。

２．西郷村地域包括支援センターが設置されます。
●高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らしい生活を送るためには、介護サービスをはじめ、福祉、医療、

権利擁護などさまざまなサービスを、包括的・継続的に提供していく必要があります。そこで、高齢者の生活を支

える総合機関として、新しく地域包括支援センターを設置し、介護予防事業の中心拠点となります。

保健師
（または経験豊富な看護師）

リーダー的な
ケアマネジャー
（主任ケアマネジャー）

社会福祉士

専門職が連携して対応します

非該当

要支援２

要介護５

要介護２

要介護３

要介護４

要介護１

要支援１

要介護５

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

非該当

介護が必要とされる人

（要介護１～要介護５）

自立者で必要と認められた人

（非該当）

支援が必要とされる人

（要支援１～要支援２）

従来と同様に居宅介護

支援事業所でケアプラ

ンを作成し、サービス

を利用します。

サービスの利用は、地

域包括支援センターに

て介護予防サービス計

画（介護予防ケアプラ

ン）を作成し、計画に

基づいてサービスを利

用します。

これまで 平成 18 年４月から

　介護予防対象者に介護予防の相談、介護予防サービス計画（介護予防ケアプラン）の策定、評価などを行います。

　介護保険だけでなく、さまざまな制度や地域資源を利用した総合的な支援を行います。

　　高齢者や障がい者の人権や財産を守る権利擁護事業の拠点として、成年後見制度の活用や虐待の早期発見・防

　止を進めていきます。

　包括的・継続的なケアマネジメントが行われるよう、地域のケアマネジャーの後方支援を行います。

３．新たな介護予防サービス（新予防給付）が創設されました。
●要支援１・２と認定された方は、心身の状態が維持・改善される可能性が高い方で、生活機能の維持・向上を目

的とした新たな介護予防サービス（新予防給付）を利用します。

①地域包括支援センターの保健師等が自宅を訪問して、本人の心身や生活の状況を調査します。
②調査結果をもとに、今後の目標やどのような支援が必要か検討を重ねて介護予防サービス計画（介護予防ケアプ
　ラン）を作成します。

③ケアプランにもとづいて、介護予防サービスを利用します。

●介護予防訪問介護（ホームヘルプ）

●介護予防通所介護（デイサービス）

●介護予防訪問・通所リハビリテー

　ション

●介護予防居宅療養管理指導

●介護予防特定入居者生活介護

　（有料老人ホーム等）

●介護予防短期入所生活介護・療養

　介護（ショートステイ）

●介護予防訪問入浴介護

●介護予防訪問看護

●介護予防福祉用具貸与・販売

④地域包括支援センターで一定期間後に効果を評価します。

４．新たな介護予防事業（地域支援事業）が創設されました。
●地域支援事業は、要支援・要介護状態になるのを防ぐため市町村が実施する事業で、生活機能の低下している高

齢者を対象として、心身の状態の悪化を防ぐため行われる事業です。

①対象者を次の方法で早期に把握し、地域包括支援センターへ連絡します。
　●介護予防の観点も踏まえて医療機関等で実施する検診
　●主治医、民生委員など関係機関からの連絡

　●市町村の保健師などの訪問活動による把握

　●要介護認定で「非該当」と判定された方

②地域包括支援センターが地域支援事業の対象者を選定します。
③地域包括支援センターの保健師が、本人と相談しながら簡単なケアプランを作成します。
④ケアプランに基づき、市町村が実施する地域支援事業に参加します。

●筋力向上

●栄養改善

●認知症予防・支援

●うつ予防・支援

●口腔機能向上

●閉じこもり予防・支援

■問い合わせ先

・健康推進課介護保険係

　☎２５－３９１０　℻４８－１０４９

・地域包括支援センター

　☎２５－５１２１　

⑤地域包括支援センターで一定期間後に効果を評価します。

※新予防給付の各サービスの内容については、地域支援事業サービスと共通する部分があります。
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サ
ー
ビ
ス
支
給
決
定
の
し
く
み
が

変
わ
り
ま
す

十
月
か
ら
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
体
系

が
変
わ
り
ま
す
。

一
騎
打
ち
と
な
り
、
開
票
の
結

果
、
六
千
八
百
四
十
票
を
獲
得
し

た
佐
藤
正
博
氏
が
再
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

二
月
二
十
七
日
午
前
十
時
か

ら
役
場
議
場
に
お
い
て
当
選
証
書

付
与
式
が
行
わ
れ
、
和
知
惠
二
郎

　

任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選

挙
が
、
二
月
二
十
六
日
に
村
内

十
二
ヶ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

今
回
の
選
挙
は
、
現
職
で
再

選
を
目
指
す
佐
藤
正
博
氏
と
、

元
村
議
で
新
人
の
後
藤
功
氏
の

村
長
に

　

佐
藤
正
博
氏　

再
選

当　佐藤　正博　（無現）

　　後藤　功（無新）

（投票率 60.38%）

6,840 票

1,704 票

村長選挙開票結果

障がい者自立支援法が施行されます４月
から

《利用者負担の上限》
　障がい者福祉サービスの負担は、サービス
費用に応じた１割の定額負担と、所得に応じ
た４区分（右表）の月額負担上限が設定され
ています。
　所得を判断する際の世帯の範囲は、住民基
本台帳での世帯が原則です。しかし、住民票
で同じ世帯になっていても、税制と医療保険
で被扶養者になっていなければ、障がいのあ
る方とその配偶者を別世帯の扱いにすること
ができます。

《社会福祉法人などによる利用者負担の減免》
　低所得者の方で、収入や資産が一定以下であれば、社会福祉法人などの提供するサービス（通所サービス・ホー
ムヘルプなど）を利用する場合に、１つの事業所での月額負担上限額が半額になります。
《同じ世帯の中での月額負担》
　同じ世帯の中で同じ複数のサービスを利用した場合でも、世帯の月額負担上限は、同じ額です。
《食費などの実費負担》
　施設を利用した場合には、食費・光熱水費の実費負担がありますが、これらについても所得に応じた軽減措置が
講じられる場合があります。

区分 世帯の収入状況 月額負担上限額
生活保護 生活保護受給世帯 ０円
低所得１ 村民税非課税世帯でサービスを利用する

本人の収入が 80万円以下の方

15,000 円

低所得２ 村民税非課税世帯

（例）３人世帯で、障がい基礎年金１級受

給の場合、おおむね 300万円以下の収入

（例）単身世帯で、障がい基礎年金以外の

収入がおおむね 125万円以下の収入

24,600 円

一般 村民税課税世帯 37,200 円

利
用
者
負
担
の
仕
組
が
変
わ
り
ま
す

　

村
消
防
団
に
新
た
に
山
林
火

災
に
有
効
な
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
き
積
載
車
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
月
五
日
㈰
に
村
役
場
庁
舎

前
に
て
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

始
め
に
佐
藤
正
博
村
長
か
ら

德
田
進
消
防
団
長
に
消
防
車
両

の
引
渡
が
あ
り
、
第
六
分
団
第

三
班
（
川
谷
行
政
区
）
に
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
正
博
村
長
か
ら
、「
今

年
に
入
り
、
村
で
は
一
件
も

火
災
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、
消

防
団
の
予
防
消
防
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
も
、
消
防
車
両
を
有

効
に
活
用
し
、
無
火
災
で
あ
り

ま
す
よ
う
、
防
火
広
報
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。」
と
、
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

福祉サービスに係る自立支援給付の体系

重症心身障がい児施設

授産施設

生活訓練施設

福祉ホーム

通勤寮

福祉工場

更生施設

グループホーム

ショートステイ

ディサービス

ホームヘルプ

療護施設
施
設
サ
ー
ビ
ス

居
宅
サ
ー
ビ
ス

現行サービス 新サービス

生活介護

療養介護

共同生活援助（グループホーム）

就労継続支援（雇用型・非雇用型）

就労移行支援

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

共同生活介護（ケアホーム）

短期入所（ショートステイ）

児童ディサービス

重度障がい者等包括支援

行 動 援 護

居宅介護（ホームヘルプ）

重 度 訪 問 介 護

介

護

給

付

訓
練
等
給
付

　４月から障がい者自立支援法が施行されます。これまでは、
身体・知的障がいは支援費制度、精神障がいは独自の制度に基
づいてサービスが提供されていました。

　障がい者自立支援法の施行に伴い、身体・知的・精
神障がいとも同じ制度で同じサービスが受けられるよ
うになります。

　

こ
れ
ま
で
の
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」「
施

設
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
分
け
方
か
ら
、

「
日
常
生
活
を
支
え
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

「
訓
練
や
就
労
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
」「
地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
」
な
ど
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
に
つ
い
て
、
　

三
障
が
い
共
通
し
た
利
用
者
負
担
の

仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
の
透
明
性
や
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
障
が
い
が
あ
る
人
の
心
身
の

状
況
を
よ
り
客
観
的
に
判
定
す
る
全
国

共
通
の
基
準
を
導
入
し
、
障
が
い
程
度

区
分
を
認
定
す
る
審
査
会
が
設
置
さ
れ

ま
す
。

《利用者負担について》

選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
佐
藤
正
博

氏
に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
選
証
書
を
手
に
し
た
佐
藤

氏
は
、「
ふ
る
さ
と
に
活
力
と
笑

顔
を
も
た
ら
す
村
政
を
目
指
し
ま

す
。」
と
村
政
の
か
じ
取
り
へ
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
村
長
の
二
期
目
の
任
期

は
、
三
月
二
十
八
日
か
ら
平
成

二
十
二
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
の

四
年
間
と
な
り
ま
す
。　

　
　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
を
新
た
に
配
備

障がい者支援施設での夜間ケア等（施設入所支援）
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【
優
秀
指
導
者
賞
】

・ 

平
岡　

や
す
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

　

西
郷
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
発

足
以
来
、
常
に
協
会
の
発
展
に
貢

献
し
、
先
頭
に
立
ち
指
導
し
て
き

た
。
現
在
も
現
役
で
活
躍
し
て
い

る
。

・ 

星
野　

憲
一

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

普
及
指
導
員
、
副
会
長
の
任
を

長
年
務
め
て
お
り
、
協
会
発
展
と

会
員
の
技
術
向
上
に
貢
献
し
て
い

る
。

・
橋
場
八
代
子

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

普
及
指
導
員
、
副
会
長
、
事
務

局
長
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
協
会

発
展
と
会
員
の
技
術
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
。

・ 

佐
藤　

忠
信（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

　

平
成
五
年
よ
り
米
ス
ポ
少
で
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
指
導
を
始
め
、
子

供
達
の
健
全
育
成
に
務
め
、
子
供

達
の
信
頼
も
厚
く
福
島
県
児
童
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
初
出
場
で
準

優
勝
の
成
績
を
収
め
て
い
る
。

・ 

安
治　

章
一
（
山
岳
会
）

　

西
郷
山
岳
会
に
永
く
在
籍
し
、

村
体
協
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
登
頂
実

績
な
ど
技
術
の
確
か
さ
と
経
験
の

豊
富
さ
で
、
会
員
の
み
な
ら
ず
一

般
の
方
に
も
登
山
技
術
、
沢
歩
き

で
も
信
頼
が
厚
く
指
導
力
も
優
れ

て
お
り
ま
す
。
遭
難
救
助
活
動
で

も
先
頭
に
立
っ
て
、
テ
キ
パ
キ
と

指
示
行
動
を
行
い
会
員
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
。

【
優
秀
選
手
賞
】

・ 

長
岡　

祐
輔
（
白
河
高
三
年
）

第
三
十
六
回
全
国
高
等
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
福
島
大

会
兼
第
三
十
二
回
Ｆ
Ｔ
Ｖ
杯
争
奪

福
島
県
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
第
三
位

・ 

大
沢　

真
美
（
白
河
高
三
年
）

第
十
二
回
全
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

シ
ン
グ
ル
選
手
権
大
会
出
場
県
大

会
第
三
位

・ 

鈴
木
琢
哉
（
白
河
旭
高
三
年
）

第
五
十
八
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
水
泳
競
技　

少
年
男
子
五
十
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
第
三
位

・ 

鈴
木　

淳
平
（
白
河
旭
高
二
年
）

第
五
十
八
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
水
泳
競
技　

少
年
男
子
五
十
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
第
二
位

・ 

緑
川　

貴
博
（
光
南
高
二
年
）

・ 

近
藤　

信
一
（
光
南
高
二
年
）

・ 

和
知 　

祐
樹
（
光
南
高
二
年
）

第
五
十
七
回
秋
季
東
北
地
区
高
等

学
校
野
球
福
島
県
大
会
優
勝

・ 

鈴
木　

拓
也
（
田
村
高
二
年
）

第
四
十
八
回
東
北
高
等
学
校
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会　

個
人
の

部
第
三
位　

・ 

村
井　

唯
嘉
（
田
村
高
二
年
）

平
成
十
七
年
度
福
島
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競

技
団
体
一
位　

個
人
第
三
位

・ 

横
山　

正
樹
（
田
村
高
二
年
）

平
成
十
七
年
度
福
島
県
高
等
学
校

新
人
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競

技
団
体
一
位

・ 

柴
田　

良
貴
（
西
一
中
三
年
）

第
四
十
八
回
福
島
県
中
学
校
体

育
大
会
柔
道
競
技　

男
子
個
人
戦

九
十
㎏
級
第
三
位

・ 

佐
藤　

拓
実
（
西
一
中
三
年
）

第
四
十
八
回
福
島
県
中
学
校
体

育
大
会
柔
道
競
技　

男
子
個
人
戦

八
十
一
㎏
級
第
三
位

団
体
第
三
位

・ 
熊
倉
水
泳
ク
ラ
ブ

第
十
回
県
南
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技

会
二
百
㍍
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
一

位・ 

米
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

白
獅
子
旗
争
奪
「
第
二
十
八
回
福

島
県
児
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

準
優
勝

・ 

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

西
郷
村
Ｂ
チ
ー
ム

第
四
回
福
島
県
市
町
村
対
抗
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
一
部
第
三
位

・ 

西
郷
村
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

第
九
回
福
島
近
県
小
学
生
ク
ラ
ブ

対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
第
三
位

・ 

大
貫　

遥
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

・ 

金
内　

絵
里（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
十
二
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

（
四
年
生
以
下
女
子
）
大
会
第
一
位

　・ 

小
松　

み
く（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

・ 

永
山　

縁
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
十
二
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

（
四
年
生
以
下
女
子
）
大
会
第
二
位

・ 

小
山　

舞
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

・ 

鈴
木　

梨
沙（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
十
二
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

（
四
年
生
以
下
女
子
）
大
会
第
三
位

【
優
秀
団
体
賞
】

・ 

西
一
中
軟
式
野
球
部

東
北
少
年
野
球
軟
式
野
球
新
人
戦

大
会
福
島
県
大
会
第
二
位　

・ 

西
一
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・ 

西
一
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
四
十
八
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
団
体
優

勝・ 

西
一
中
男
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
新
人
チ
ー
ム

・ 

西
一
中
女
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
新
人
チ
ー
ム

学
校
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
団
体
優
勝

・ 

西
二
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
四
十
八
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

男
子

・ 

落
合　

勝
彦
（
西
二
中
二
年
）

平
成
十
七
年
度
県
中
学
校
新
人
柔

道
大
会　

男
子
個
人
四
十
八
㎏
級

第
三
位

・ 

小
林　

俊
生
（
白
二
中
三
年
）

第
四
十
八
回
福
島
県
中
学
校
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
男
子
団

体
第
三
位　

・ 

真
船　

理
紗
（
熊
小
六
年
）

第
二
十
一
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
福
島
県
選
考
会
女
子

八
十
㍍
ハ
ー
ド
ル
第
二
位

・ 

真
船　

夢
女
（
熊
小
六
年
）

第
二
十
九
回
西
白
河
地
区
小
学
生

陸
上
競
技
会　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
第
一
位

・ 

鈴
木　

美
祐
（
小
田
倉
小
四
年
）

第
十
回
県
南
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技

会
「
小
学
生
女
子
Ｊ
五
十
㍍
平
泳

ぎ
」
優
勝

・ 

真
船　

拳
士（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
十
二
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

（
六
年
生
男
子
）
大
会
第
三
位

・ 

斎
藤　

拓
弥（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
十
二
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

（
五
年
生
男
子
）
大
会
第
二
位

・ 

相
山　

雅
樹（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

第
十
二
回
福
島
県
小
学
生
学
年
別

（
四
年
生
以
下
男
子
）
大
会
第
二
位

・ 

田
浦　

高
紀
（
西
一
中
二
年
）

福
島
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
優
勝

・ 

富
永　

陽
（
西
一
中
二
年
）

福
島
県
中
学
校
新
人
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
優
勝

・ 

大
高　

梨
香
（
西
一
中
二
年
）

福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手

権
大
会　

女
子
Ｂ
百
㍍
ハ
ー
ド
ル

第
二
位

・ 

辺
見　

優
大
（
西
一
中
一
年
）

・ 

緑
川　

賢
（
小
田
倉
小
六
年
）

・ 

塩
津　

湧
大
（
川
谷
小
六
年
）

二
〇
〇
五
ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
杯
全

国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
大
会

第
三
位

・ 

薄
葉　

彩
（
西
一
中
一
年
）

・ 

大
槻　

麗
（
西
一
中
一
年
）

福
島
県
中
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
競
技
女
子
個
人
第
二
位

・ 

斑
目　

沙
耶
（
西
一
中
一
年
）

福
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
女
子
Ｃ
百
㍍
ハ
ー
ド
ル
第

三
位

・ 

秡
川　

智
文
（
西
二
中
二
年
）

平
成
十
七
年
度
県
中
学
校
新
人
柔

道
大
会　

男
子
個
人
九
十
㎏
級
第

三
位

　

村
体
育
協
会
に
よ
る
体
育
協
会
表
彰
式
が

二
月
二
十
八
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

長
年
、
社
会
体
育
の
振
興
や
村
体
育
協

会
の
育
成
・
強
化
に
尽
力
さ
れ
た
方
や
、
全

国
大
会
や
東
北
大
会
・
県
大
会
な
ど
に
出
場

し
、
活
躍
さ
れ
た
選
手
。
そ
し
て
、
団
体
競

技
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
団
体
に
対
し
優

秀
団
体
と
し
て
、
そ
の
功
績
を
讃
え
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

平
成
十
七
年
度

村
体
育
協
会
表
彰
式

　

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。《
敬
称
略
》
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日 時    間 場        所

４
月
11
日
㈫

9:30 ～    9:55 芝原地区多目的集会施設前
10:00 ～ 10:20 太陽の国厚生センター入口
10:25 ～ 10:35 伯母沢コミュニティセンター前
10:40 ～ 10:50 馬場坂集乳所跡
11:00 ～ 11:15 稗返公民館前
11:20 ～ 11:30 黒川公民館
11:35 ～ 11:50 旧東亜ＧＳスタンド前
13:05 ～ 13:30 大清水多目的集会施設前
13:35 ～ 14:15 大平コミュニティセンター前
14:25 ～ 14:45 上野原農民研修センター前
14:50 ～ 15:10 上野原コミュニティセンター前

４
月
12
日
㈬

9:30 ～   9:55 小田倉児童館前
10:00 ～ 10:10 狼山住宅前 ( ごみ収集所前 )
10:15 ～ 10:35 上新田転作技術センター前
10:45 ～ 11:10 下新田コミュニティセンター前
11:15 ～ 11:25 角田車体前
11:30 ～ 11:50 林養魚場前
13:05 ～ 13:20 下折口原集落センター前
13:25 ～ 13:40 山下公民館前
13:45 ～ 14:00 いわしなクリニック職員駐車場用地
14:05 ～ 14:20 旧折口原公民館前 ( 森下宅隣 )
14:25 ～ 14:45 東高山住宅入口
14:50 ～ 15:10 折口原グラウンド前

４
月
13
日
㈭

9:30 ～ 9:40 みやま荘前
9:50 ～ 10:05 由井ヶ原公民館
10:15 ～ 10:45 報徳地区集落センター前
10:55 ～ 11:10 スナック夕陽前　　　　
11:15 ～ 11:30 追原コミュニティセンター前
11:35 ～ 11:50 折口屯所前
13:05 ～ 13:15 田土ヶ入入口 ( 金山理容店前 )
13:20 ～ 13:35 真船コミュニティセンター前
13:40 ～ 13:55 高助バス停前
14:00 ～ 14:15 鶴生公民館前    
14:20 ～ 14:40 熊倉公民館前
14:45 ～ 15:00 下熊倉旧火の見前
15:05 ～ 15:20 谷地中屯所前

４
月
14
日
㈮
 

9:30 ～ 9:40 真名子公民館前
9:45 ～ 9:55 牛窪バス停前
10:00 ～ 10:15 虫笠集落センター前
10:20 ～ 10:40 上羽太公民館前
10:45 ～ 11:00 下羽太集落センター前
11:05 ～ 11:15 羽太グリーンタウン集会所前
11:20 ～ 11:35 下羽太南バス停前
11:40 ～ 11:55 柏野コミュニティセンター前
13:05 ～ 13:25 長坂多目的集会施設前
13:30 ～ 14:00 米農林漁家婦人活動促進施設前
14:05 ～ 14:20 芳賀設備工業（株）向
14:25 ～ 14:45 間の原公民館前

４
月
15
日
㈯

9:30 ～ 11:30 西郷村役場前

４月 11 日から 14 日までに注射
をできなかった方

　

村
で
は
、
集
合
狂
犬
病
予
防
注

射
と
畜
犬
登
録
を
左
記
の
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
平
成
七
年
度

〜
平
成
十
七
年
度
ま
で
に
登
録
し

た
犬
の
飼
い
主
の
皆
様
に
は
、
予

防
注
射
の
個
別
通
知
を
致
し
ま
す

の
で
、
注
射
を
受
け
る
会
場
に
必

ず
「
通
知
書
」
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

生
後
九
十
一
日
を
過
ぎ
た
す
べ

て
の
飼
い
犬
は
、
法
律
で
年
一
回

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
生
後
九
十
一
日

以
内
の
飼
い
犬
は
今
回
の
注
射
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

　

村
で
実
施
す
る
狂
犬
病
の
予
防

注
射
は
年
一
回
（
四
月
）
だ
け
で

す
。
こ
の
期
間
中
に
都
合
で
受
け

ら
れ
な
い
犬
は
、
個
別
に
動
物
病

院
等
で
予
防
注
射
を
受
け
、
役
場

に
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
新
規
の
飼
い
主
の
皆
様

は
、
登
録
と
注
射
（
登
録
は
生
涯

一
回
、
注
射
は
年
一
回
）
の
両
方

を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

②　

予
防
注
射
で
シ
ョ
ッ
ク
な
ど

の
副
作
用
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
犬

③　

発
情
期
、
妊
娠
中
又
は
分
娩

後
一
ヶ
月
以
内
の
と
き

④　

一
ヶ
月
以
内
に
、
ほ
か
の
予

防
注
射
を
受
け
て
い
る
と
き

⑤　

犬
が
高
齢
（
一
〇
才
以
上
）

の
場
合

※
右
記
に
該
当
す
る
場
合
、
又
は
犬

が
興
奮
状
態
に
あ
る
と
き
は
注

射
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
す
で
に
登
録
を
し
て
い
る
方

　

予
防
注
射　
　

三
、一
〇
〇
円

（
内
訳
・
注
射
技
術
料
二
、五
五

〇
円
、
注
射
済
票
交
付
手
数
料

五
五
〇
円
）

今
回
の
料
金

◇ 

新
規
登
録
の
場
合六

、一
〇
〇
円

（
内
訳
・
新
規
登
録
料
三
、
〇

〇
〇
円
、予
防
注
射
料
金
三
、一

〇
〇
円
）

　

釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。注

意
事
項

　

次
の
場
合
は
、
予
防
注
射
を
受

け
る
前
に
獣
医
師
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

①　

犬
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
と
き

　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
り
、
飼
い

主
の
変
更
や
住
所
の
変
更
等
が
生

じ
た
と
き
、
届
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
住
民
生
活
課
生

活
安
全
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■問合せ　住民生活課生活安全係　☎ 25-2197
�jumin@vill.nishigo.fukushima.jp

す
。
ま
た
、
会
場
に
は
犬
を
制
御

で
き
る
方
が
連
れ
て
く
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

村
に
は
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
約
六
百
本
の
桜

が
咲
く
太
陽
の
国
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
新
た
な
桜
の
名
所
と
し
て
、
桜
の
開
花

に
合
わ
せ
「
さ
く
ら
祭
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

那
須
連
峰
を
背
景
に
し
た
掘
川
河
川
敷
の
桜
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

４月 15 日㈯～４月 23 日㈰

　

太
陽
の
国
は
、
春
に
な
る
と
敷

地
内
の
桜
が
一
斉
に
咲
く
こ
と
か

ら
地
元
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い

隠
れ
た
名
所
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
さ
く
ら
祭
り
」
を
き
っ

か
け
に
し
て
県
内
外
の
多
く
の

方
々
に
桜
の
名
所
と
し
て
PR
し
、

　
「
第
一
回
源
流
の
郷
西
郷
さ
く

ら
祭
り
」
開
催
期
間
中
に
同
時

開
催
と
し
て
「
第
二
回
観
桜
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
桜
の
咲
く
季
節

に
景
色
を
な
が
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
す
る
目

的
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
は
、
村
内
で
も
桜
並
木

が
美
し
い
太
陽
の
国
周
辺
で
行
わ

れ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
け
る
よ

う
自
由
歩
行
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
第
二
回
観
桜
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
開
催

●
開
催
日

　

四
月
二
十
三
日
（
日
）

●
コ
ー
ス　

　

太
陽
の
国　

周
辺

　
　
　
　

7.5
㎞
、
3.5
㎞
、
2.1
㎞

●
時
間

　

受
付　

午
前
八
時
三
十
分
〜　

　

開
会
式　

午
前
九
時

　

ス
タ
ー
ト　

午
前
十
時

●
集
合
場
所　

　

太
陽
の
国
管
理
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

●
歩
行
形
態　

　

自
由
歩
行

●
申
込
み　

　

四
月
十
七
日
ま
で
に
生
涯
学
習
課

       （
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。）

●
持
ち
物　

　

昼
食
、
水
筒
、
雨
具
、　

帽
子
、

　

コ
ッ
プ
、
健
康
保
険
証
（
写
し
）
等

　

詳
し
く
は
、
担
当
課
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

■
問
合
せ

　

生
涯
学
習
課

　

☎
２
５
│
２
３
１
７

　

� shougai@
vill.nishigo.

　
　
　
　
　
　
　

fukushim
a.jp

開催期間　　平成 18 年４月 15 日㈯～ 23 日㈰
イベントデー　４月 22 日㈯・23 日㈰
　　　　　　　午前 10 時～午後４時予定
場　　所　　福島県総合社会福祉施設 太陽の国
問い合わせ　実行委員会事務局
　　　　　　（福島県社会福祉事業団）　
　　　　　　電話 25 －３０２０　FAX25 －７６７３
※フリーマーケット申し込みは
　　　　　　　　　　　４月７日（金）まで事務局へ

村
内
外
と
の
交
流
を
通
し
て
、
新

た
な
地
域
づ
く
り
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
祭
り
」
開
催
期
間
中

は
、
桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
デ
ー
に
は
、
催
し
物

と
し
て
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、

大
正
琴
、
ゴ
ス
ペ
ル
、
和
太
鼓
、

太
極
拳
、
極
真
カ
ラ
テ
演
武
な

ど
各
種
団
体
に
よ
る
発
表
と
地
場

産
品
の
販
売
や
模
擬
店
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、二
十
三
日
午
後
は
元「
阿

呆
鳥
」
の
菊
池
章
夫
さ
ん
、
金
子

透
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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　明治堰水利組合の菊池光男組合長と役員２名

が熊倉小学校を訪れ、清掃感謝の記念品を児童

へ贈呈しました。

　昨年の８月頃、村内にある折口原しんすい公

園にごみがあることに気づいた児童が率先して

清掃活動を行なったことによるものです。　

　菊池組合長は、「皆さんのおかげでとてもき

れいになりました。」と感謝を伝えました。

　高齢者の交通事故防止を積極的に進めるた

め、高齢者交通安全指導隊の委嘱状交付式が村

商工会館で行われました。村交通対策協議会長

の佐藤村長より隊員代表の常松幸保さんに委嘱

状が手渡されました。

　委嘱された隊員は 46 名で、２年間の委嘱期

間中に、高齢者の交通安全活動を中心に、各季

節の交通安全運動活動や高齢者宅の訪問などを

積極的に行っていきます。

　米小学校体育館にて「校内縄跳び大会」が行わ

れました。

　各学年ごとに５分間で何回跳べるかを競うもの

で、この日のために新記録を目指して練習をして

きました。

　当日は、応援に駆けつけた保護者の前で、学年

ごとに縄を回す速さや、並び順など工夫を凝らし

ながら記録に挑戦しました。

　小田倉小学校で初めてのバイキング給食が実施

されました。

　この給食は、児童が日常生活の食品に関心を持

つことと、健康や成長を考える事を実践し、自分

の食事の栄養をバランス良く取ることを考えても

らおうと行われました。

　児童は、20 種類も用意された料理に迷いなが

ら栄養のバランスを考えてお皿に取り、いつもと

違った給食を楽しみました。

　小雪が舞う中、村内の中学校で卒業式が行われ、212 名の
生徒が思い出たくさんの校舎を後にしました。卒業生は、恩
師や来賓からのはなむけの言葉を胸に、楽しい学校生活を
送った友達との別れを惜しんでいました。

　グランディー羽鳥湖スキーリゾートで「第

33 回村民スキー・スノーボード大会」が開催

され、約 30 名が参加しタイムを競いました。

天候にも恵まれ、日ごろの練習の成果を発揮し

ようと、果敢にコースに挑んでいました。男子

の部が須釜恭志さん、女子の部では、深沢真理

さんが総合優勝に輝きました。
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NO 場所 見所 推奨コースNO・行政区
１ 羽太小学校 校庭の桜 　35　上羽太
２ 高助馬頭観音 垂れ桜 　11　高助
３ 熊倉小学校 校庭の桜 　32　上折口原
４ 家畜改良センター 多種の桜 　20　家畜改良センター
５ 民俗資料館正門前 旧軍馬補充部の桜 　22、38　上野原下
６ 太陽の国 600 本の桜 　29　一の又
７ 東亜道路 村道の桜並木 　27　伯母沢

　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
シ
リ
ー
ズ
も
十
一
回
を

重
ね
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
姿
勢
や
歩
き
方
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
に
村

内
の
美
し
い
景
色
を
見
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
心
に
も
体
に
も
健
康
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
西
郷
村
の
再
発
見
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

シリーズ⑫─
「桜を見ながらの
　　　　ウォーキング」

　

村
内
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
た
め
に
各
行
政
区
に
は
、
推

奨
コ
ー
ス
が
約
四
十
コ
ー
ス
あ

り
、
全
村
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
に
は
、
こ
の
コ
ー
ス
を
全
て

歩
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
四
月
に
な

り
、
も
う
少
し
で
桜
の
咲
く
季
節

に
な
り
ま
す
。
村
内
に
あ
る
た
く

さ
ん
の
桜
の
名
所
に
花
見
に
出
か

け
ま
せ
ん
か
。

　

村
で
指
定
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
推
奨
コ
ー
ス
に
も
桜
を
楽
し
み

な
が
ら
歩
け
る
場
所
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

普
段
は
、
家
の
近
く
を
歩
い
て

い
る
皆
さ
ん
、
少
し
足
を
の
ば
し

て
桜
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
も
と
違
っ
た
景
色
の
中
を

歩
く
と
気
分
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
ま
す
。

　

暖
か
い
日
差
し
の
中
、
お
弁

当
を
も
っ
て
村
内
の
桜
を
巡
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
楽
し
そ
う
で
す

ね
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

村
内
の
桜
の
名
所
を
歩
く

　

三
月
十
二
日
に
、
合
唱
ク
ラ
ブ
の
閉
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
学
区
を
越
え
て
小
学
生
が
集

ま
り
、
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
二
人
も
一
般
公

募
で
決
ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
合
唱
や
音
楽
が
大

好
き
で
す
。

　

西
郷
村
文
化
活
動
推
進
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
週
一
回
の

練
習
で
敬
老
会
や
音
楽
鑑
賞
会
の
出
演
等
、
日
頃

学
校
で
は
経
験
で
き
な
い
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
ク
ラ
ブ
員
の
保
護
者
に
合
唱
を

披
露
し
た
あ
と
、
加
藤
征
男
教
育
長
か
ら
修
了
証

書
が
一
人
ひ
と
り
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
唱
ク
ラ
ブ
は
、
来
年
度
も
活
動
を
続
け
、
四

月
に
は
新
ク
ラ
ブ
員
も
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

来年度の再会を約束して
　西の郷少年少女合唱クラブ閉講式

　

関
根
遺
跡
は
西
郷
第
一
中
学
校
の
周

囲
、
東
西
四
○
○
ｍ
、
南
北
四
五
○
ｍ
の

範
囲
に
あ
る
、
西
郷
村
内
で
最
大
規
模
の

遺
跡
で
す
。

　

昨
年
の
十
一
月
よ
り
熊
倉
地
区
の
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
整
理
作
業
中
で

す
が
、
一
部
そ
の
成
果
を
報
告
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
は
今
か
ら
約
一
万
三
千
年
前

〜
二
千
三
百
年
前
の
約
一
万
年
間
の
時
代

を
さ
し
ま
す
。
当
時
、
今
の
よ
う
に
主
食

は
米
で
は
な
く
、
木
の
実
や
山
菜
、
狩
り

を
し
て
捕
ま
え
た
動
物
の
肉
な
ど
が
食
生

活
の
中
心
で
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
生

活
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
家
の
跡
は
見
つ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
煮
炊
き
に
使
わ

れ
た
炉
の
跡
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遺
物
包
含
層
と
い
わ
れ
る
縄
文

土
器
や
石
器
な
ど
を
含
む
層
を
確
認
し
、

コ
ン
テ
ナ
十
箱
に
も
及
ぶ
遺
物
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
様
々
な

こ
と
を
知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。
土

器
に
つ
い
て
は
今
か
ら
五
千
年
前
、
縄
文

時
代
の
前
期
か
ら
中
期
へ
変
わ
る
頃
の
土

器
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
関
根
遺

跡
は
縄
文
時
代
中
期
〜
後
期
（
約
五
千
〜

三
千
年
前
）
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
古
い
時
代
か
ら
人
々

が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
土
器
の
文
様
を
見
る
と
東
北
地

方
に
広
ま
っ
て
い
た
土
器
と
関
東
地
方
に

広
ま
っ
て
い
た
土
器
の
双
方
が
あ
り
、
南

北
の
交
流
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

関
根
遺
跡
で
は
縄
文
時
代
の
モ
ノ
の

み
で
は
な
く
、
今
か
ら
千
二
百
年
前
の
平

安
時
代
の
家
の
跡
を
二
軒
確
認
し
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
カ
マ
ド
を
も
つ
家
で
当
時

の
一
般
的
な
住
居
で
す
。
し
か
し
、
出
土

遺
物
の
な
か
に
は
、
会
津
若
松
市
に
あ
る

古
代
か
ら
中
世
の
窯
場
で
あ
る
大
戸
窯
で

焼
か
れ
た
焼
き
物
が
あ
り
、
当
時
の
会
津

地
方
と
の
交
流
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料

と
い
え
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
の
調
査
で
、
現
在
ま

で
判
明
し
て
い
る
こ
と
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
平
成
十
八
年
度
も
五
月
以
降
に
引
き

続
き
関
根
遺
跡
の
調
査
を
行
う
予
定
で
す

の
で
、
今
後
さ
ら
な
る
発
見
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

関
根
遺
跡
発
掘
調
査
速
報

縄
文
時
代
の
関
根
遺
跡

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
!?

　

左
の
写
真
は
け
つ
状
耳
飾
り
と
い
っ

て
、
本
来
は
線
対
称
な
形
を
し
、
真
ん
中

に
穴
と
溝
が
あ
り
、
そ
こ
に
耳
た
ぶ
に
穴

を
開
け
て
引
っ
か
け
る
よ
う
に
通
す
耳
飾

り
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
半
分
に
割
れ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
今
度
は
別

に
穴
を
開
け
、
ひ
も
を
通
し
て
首
飾
り
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
モ
ノ

を
す
ぐ
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
再
利
用
す

る
こ
と
を
縄
文
人
達
も
行
っ
て
い
ま
し

た
。

平
安
時
代
の
関
根
遺
跡

村内の主な桜の名所
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固
定
資
産
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

地
方
税
法
第
四
一
六
条
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
18
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

●
日
時　

４
月
１
日
㈯
〜
30
日
㈰

　

８
時
30
分
〜
17
時

　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭

　

日
は
除
き
ま
す
。）

●
場
所　

西
郷
村　

税
務
課

■
問
合
せ　

税
務
課
（
固
定
資
産
係
）

〜
西
郷
村
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
〜

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日

　

村
で
は
、
健
康
保
持
・
増
進
を
図
り
、

全
村
民
に
広
め
る
た
め
に
、
平
成
17
年
９

月
18
日
㈰
よ
り
毎
月
第
三
日
曜
日
を
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
に
制
定
い
た
し
ま
し

た
。
各
行
政
区
長
さ
ん
よ
り
推
奨
し
て
い

た
だ
い
た
コ
ー
ス
を
利
用
し
、
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
日
に
み
ん
な
で
歩
く
計
画
を

い
た
し
ま
し
た
。
第
一
回
目
の
コ
ー
ス
は

次
の
通
り
で
す
。

●
日
時　

４
月
16
日
㈰　

６
時

●
コ
ー
ス　

米
行
政
区
推
奨
コ
ー
ス
１

●
集
合
場
所　

米
多
目
的
運
動
広
場

※
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
推
進
委
員
の
方
々

に
歩
き
方
の
コ
ツ
な
ど
を
指
導
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

新
幹
線
走
行
試
験
ご
協
力
の
お
願
い

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
の
信
号

シ
ス
テ
ム
取
替
え
に
伴
う
装
置
の
動
作
確

認
の
た
め
の
試
運
転
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

●
区
間　

那
須
塩
原
駅
〜
仙
台
駅
間

●
期
間　

４
月
２
日
㈰
〜
７
月
30
日
㈰　

　
（
日
、
木
曜
日
の
夜
か
ら
翌
日
）

●
時
間　

24
時
〜
５
時
30
分
頃
ま
で

※
試
験
期
間
中
は
、
沿
線
の
皆
様
方
に
は

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
趣

旨
を
ご
高
察
の
う
え
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

●歯科医　休日当番日
  4. 2 秋 山 歯 科 医 院（白河市）☎ 34-3741
  4.  9 まるやま歯科医院（白河市）☎ 23-9146
  4.16 円 谷 歯 科 医 院（白河市）☎ 27-1255
  4.23 内 藤 歯 科 医 院（西郷村）☎ 25-0331
  4.29 永 山 歯 科 医 院（白河市）☎ 27-1646
  4.30 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110

●今月の納税

固 定 資 産 税（全　期・１期）

5 月 1 日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

５
月
22
日
ま
で
に

　

最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準

監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
労
働
局　

総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
｜
５
３
６
｜
４
６
０
７

新
鶴
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

　

現
在
、
磐
越
自
動
車
道
新
鶴
Ｐ
Ａ
に
お

い
て
、
実
際
に
車
両
を
通
行
さ
せ
る
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
門
Ｉ
Ｃ
）
社
会
実

験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
積
雪
に
よ
る
交

通
混
雑
の
緩
和
や
、
救
急
車
両
の
利
用
に

効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
を

ご
利
用
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
実
験
期
間　

３
月
31
日
㈮
ま
で

※
４
月
１
日
以
降
も
継
続
し
て
利
用
で
き

　

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
利
用
時
間　

６
時
〜
22
時

●
対
象
車
両　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
と
車
載
器

　

を
搭
載
し
た
車
（
け
ん
引
車
を
除
く
）

■
問
合
せ　

新
鶴
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社

　

会
実
験
協
議
会
事
務
局

　

会
津
美
里
町
建
設
課

　

☎
０
２
４
２
｜
５
６
｜
３
８
９
５

福
島
県
労
働
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
個
人

や
労
働
組
合
と
使
用
者
と
の
間
の
労
使
ト

ラ
ブ
ル
を
公
正
・
中
立
な
立
場
で
、
迅
速
・

円
満
に
解
決
を
図
る
福
島
県
の
行
政
委
員

会
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
労
使
関
係
に
役
立
つ
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
簡
単
に
登
録
で
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時　

　

月
〜
金
曜
日　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
相
談
方
法　

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
７
５
９
４

　

�http://w
w
w
.pref.fukushim

a.jp/

　
　

roui/

障
が
い
者
１
１
０
番

「
障
が
い
者
１
１
０
番
」
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
や
そ
の
家
族
又
は
関
係
者
な
ど

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
障
が
い
者
が
自
立

し
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

●
相
談
時
間　

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

８
時
30
分
〜
17
時

●
相
談
内
容

　

①
一
般
相
談
﹇
専
門
相
談
員
が
対
応
﹈

　
　

日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と
や
悩
み
、

　
　

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
困
っ
た
と
き

　

②
専
門
相
談
﹇
弁
護
士
等
が
対
応
﹈

　
　

相
続
・
財
産
・
契
約
・
人
権
問
題
な

　
　

ど
で
困
っ
た
と
き

●
専
門
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
２
４
｜
５
２
８
｜
７
１
１
０

　
（
℻
０
２
４
｜
５
２
２
｜
７
２
１
０
）

※
ご
相
談
は
、
す
べ
て
無
料
・
極
秘
扱
い
で
す
。

■
問
合
せ　

　

福
島
県
障
が
い
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
３
｜
４
０
８
０

す
。

■
問
合
せ　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　

仙
台
支
社
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
２
２
｜
２
６
６
｜
９
６
０
１

　

℻
０
２
２
｜
２
６
６
｜
３
４
８
２

〜
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
〜

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

　

平
成
18
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新

を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ

れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い
て

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  4. 2 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
  4.  9 岡�小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
  4.16 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  4.23 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  4.29 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  4.30 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001

●内科医　休日当番日（白河地区）
  4. 2 大 髙 整 形 外 科（白河市）☎ 23-9988
  4.  9 大 髙 内 科 胃 腸 科（白河市）☎ 24-1456
  4.16 片 倉 ク リ ニ ッ ク（白河市）☎ 27-2770
  4.23 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111
  4.29 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110
  4.30 くにい増見クリニック（白河市）☎ 46-2258

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

万が一、交通事故にあったら

　近年、交通事故の態様も複雑化し、その解決にお困りの方

も多いことと思います。㈳日本損害保険協会では、そんな方々

のために全国に「自動車保険請求相談センター」を設置し、

自動車損害賠償責任保険ならびに任意自動車保険の請求につ

いて、無料でご相談をお受けしています。突然の交通事故な

どであわてずに、まずは相談してみてはいかかでしょうか。

▲ウォーキングの様子
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の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏

　
　
　

名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添

　
　
　

え
る
こ
と
。

　
　

イ
、
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

　
　
　

な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
機

　
　
　

器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書

　
　
　

い
て
詠
進
歌
に
添
え
る
こ
と
。

　
　

ウ
、
目
の
不
自
由
な
方
は
、
点
字
詠

　
　
　

進
可
能
。

●
応
募
締
切　

９
月
30
日
㈯（
消
印
有
効
）

●
郵
送
の
あ
て
名

　
「
〒
１
０
０
｜
８
１
１
１　

宮
内
庁
」

　

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
す
る

　

こ
と
。
詠
進
歌
は
折
っ
て
も
可
能
。

■
問
合
せ　

　
　

宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、

　

住
所
、
氏
名
を
記
入
の
上
、
返
信
用
切
手

　

を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日
㈬

　

ま
で
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集
（
大
卒
程
度
）

　　
■
問
合
せ

　

福
島
県
地
方
連
絡
部
白
河
募
集
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

　

住
民
生
活
課
（
生
活
安
全
係
）

予
備
自
衛
官
補
募
集

　
●
募
集
種
目　

①
一
般　

②
技
能

●
受
付
期
間　

①
・
②
４
月
７
日
㈮
ま
で

●
採
用
予
定
数　

①
約
100
名　

②
約
20
名

●
受
験
資
格　

　

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
、
34

　
　

歳
未
満
の
者

　

②
日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
、
53

　
　

歳
か
ら
55
歳
未
満
の
者

●
試
験
期
日　

①
・
②
４
月
16
日
㈰

■
問
合
せ

　

福
島
県
地
方
連
絡
部
白
河
募
集
事
務
所

　

☎
２
４
｜
０
３
７
２

　

住
民
生
活
課
（
生
活
安
全
係
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

●
試
験
内
容　

　

①
Ⅰ
種
試
験　

②
Ⅱ
種
試
験

●
受
付
期
間

　

①
４
月
３
日
㈪
〜
４
月
10
日
㈪

　

②
４
月
14
日
㈮
〜
４
月
25
日
㈫

●
一
次
試
験　

　

①
４
月
30
日
㈰　

②
６
月
18
日
㈰

※
な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験
資
格

　

等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事

　

院
Ｈ
Ｐ
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

人
事
院
東
北
事
務
局　

第
二
課　

試
験
係

　

☎
０
２
２
｜
２
２
１
｜
２
０
２
２

　

�http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

　
　

saiyo.htm

平
成
19
年
歌
会
始

●
お
題　
「
月
」

●
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

　
　

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発

　
　

表
の
も
の
。

　

②
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

　
　

を
横
長
に
用
い
る
こ
と
。

　
　
（
記
入
の
仕
方
は
左
記
参
照
）

　

③
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

　
　

す
る
こ
と
。

　

④
病
気
又
は
身
体
が
不
自
由
な
た
め
毛

　
　

筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　

場
合

　
　

ア
、
代
筆
（
黒
墨
）
に
よ
る
。
代
筆

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
円
谷　

宏
さ
ん　
　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
２
月
28
日
、
故
円
谷
ア
イ
氏
の
遺
志

　

に
よ
る
福
祉
事
業
の
た
め
に
）

　
　

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

募集種目 資格 受付期間 試験期日

幹部候補生

一般

・

技術

20 歳以上 26 歳未満（22 歳未満

の者は大卒（見込含む））大学院

修士学位取得者（海上技術幹部

候補生志願者は、理工学修士学

位取得者に限る）及び自衛官は

28 歳未満

４月１日～

５月 12 日

１次：５月 20 日・21 日

２次：６月 20 日～ 22 日

３次：７月 20 日～８月３日

（海は７/31 までとする）

※飛行要員のみの試験

歯科

・

薬剤

専門の大卒（見込含む）20 歳以

上 30 歳未満（薬剤は 26 歳未満

（薬学修士学位取得者は、28 歳

未満））

１次：５月 20 日

２次：６月 20 日～ 22 日

お
題
「
月
」

、、、、、、、、、、、、、、、

、、、、、、、、、、、、、、、

〒住

所

電
話
番
号

氏ふ

り

が

な名

　
　

生
年
月
日

職

業 （
や
ま
お
り
）



　Ｈ１８．　４．　１

2006 年 4 月
April行事
レカ ンダー

●今月の顔────
ポリオ予防接種（3/9）

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・4/2　あそびの学校「プラ板の記念キーホルダー」（ジャ
スコ白河西郷店 13:30）

・4/8 ～ 9　かたくり祭り（白河関の森公園 10:00）
・4/15　いずみざき桜ウォーク（泉崎さつき運動公園 8:30）
・4/15 ～ 16　十万石棚倉城まつり（棚倉城跡・多目的
広場 10:45）

・4/16　第 19 回きじの里やぶき大池春まつり（矢吹町大
池公園 10:00）

・4/22 ～ 5/7　城下町しらかわ端午まつり（白河市本町通
り周辺 10:00）

・4/25 第 11 回中山義秀文学賞受賞記念講演会　（大信農
村環境改善センター 19:00）

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3
消防団辞令交付式
（19:00文化センター）

4
村立保育園入園式
（みずほ保育園 9:00、
まきば保育園 10:00）
献血（13:00 ジャ
スコ白河西郷店）

5 6
村内小・中学校入
学式（各小・中学校）

7
村立西郷幼稚園入
園式（10:00 村立
西郷幼稚園）

8

9
西郷村体育協会
総合開会式（9:00
村民体育館）

10
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保健
福祉センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
行政相談所開設
（13:30文化センター）

11
平 成 18 年 度 西
郷村行政区長会
（9:30文化センター）

12
6 ～ 7 ヵ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）
赤ちゃんのための
子育て講座（13:30
保健福祉センター）

13 14
1 歳 6 ヵ月児健康
診査（13:00 保健
福祉センター）

15
第１回源流の郷
西郷さくら祭り
（太陽の国 ～23日）

16
健康ウォーキング
の 日（6:00 村 内
全域）

17
楽しくトレッキング
開講式（19:00 文化
センター）

18 19
寿 学 級（10:00 ア
クティブセンター）
歯科クリニック
（幼児 13:00、６歳
児 13:45 保健福祉
センター）

20 21 22

23
第 2 回観桜健康
ウォーキング大会
（9:00太陽の国周辺）

24
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）

25
心配ごと特別相談
会（13:00 高 齢 者
生活支援センター）

26 27
3 歳 児 健康診査
（13:00 保健福祉セ
ンター）

28 29みどりの日

30
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あ
た
た
か
い
風

　

ど
こ
か
ら
く
る
の
か
な

　

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り

　

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
行
く
ん
だ
よ

　

木
の
は
っ
ぱ
も
、
さ
ら
さ
ら
と

　

川
の
水
も
き
ら
き
ら
と

　

外
で
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ぶ
ん
だ

　

五
月
十
四
日
は
、
妹
の

　

五
月
三
十
一
日
は
、
わ
た
し
の

　

た
ん
生
日

　

ケ
ー
キ
も
二
つ
う
れ
し
い
な

　

わ
た
し
の
名
前
に
も
風
が
あ
る

　

す
て
き
な
音
の
春
の
風

　

こ
れ
か
ら
も
わ
た
し
を
つ
つ
ん
で
ね

担
任
の
佐
藤
香
奈
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
藁
谷
や
す
子
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
鈴
木
茂
三
郎
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（3月 1日現在）人口 19,498 人（前月比 -27）男 9,840 人（-12）女 9,658 人（-15）世帯数 6,150 戸（-6）

　

み
ん
な
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
。
大
き
な
さ
つ

ま
い
も
が
と
れ
て
、
び
っ
く
り
し
て
、
う
れ
し
そ

う
な
と
こ
ろ
が
、と
て
も
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

羽
太
に
も
春
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
風
音
さ
ん

ら
し
く
あ
た
た
か
い
風
の
中
、
木
の
は
っ
ぱ
、
川

の
水
に
春
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
楽
し
く
読
み
と

れ
ま
す
。

　

春
が
来
た
と
い
う
題
材
は
、
今
の
季
節
に
ピ
ッ

タ
リ
で
す
ね
。
四
文
字
と
い
う
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
上
手
に
と
っ
て
紙
面
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

図
画

詩

書

羽
太
小
学
校
一
年

　
　
　

鈴

木

玲

子

羽
太
小
学
校
二
年

　
　
　

鈴

木

風

音

羽
太
小
学
校
五
年

　
　
　

近

藤

蘭

奈

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）


